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１．概要（Summary） 
私は酵素や抗体を使わずにヒト組織やヒト細胞集団から

単一の細胞種を分離しながら評価する新しい技術を研究

開発する。この新技術は、それぞれの細胞種が足場基材

の形状毎に接着能や遊走能に大きな差異を持つことを積

極的に活用し、ヒト組織やヒト細胞集団から単一細胞種の

分離に最も適した細胞足場の形状を網羅的に探索するも

のである。細胞の足場の形状要素と効果の相関を一つ一

つ明確にしていくことで、目的を達成できると考えている。

本研究開発で得られた知見は、ヒト組織やヒト細胞集団の

細胞種の同定にも活用できると期待される。将来的には

病変部位の細胞診断などへの応用を目指したいと考えて

いる。現在、さまざまなヒト組織やヒト細胞集団を播種する

だけで、これらに含まれる細胞種を分離しながら評価でき

るマイクロパターンを開発中である。このマイクロパターン

は、変則的なストライプ状の形状が基本となっている（特

許出願準備中のため、詳細を記述できない）。私はこうい

ったマイクロパターンの形状をヒト組織やヒト細胞集団毎

に最適化し、新たな細胞の分離評価技術の確立を目指

す。ナノテクノロジープラットフォームではこの研究に使用

するマイクロパターンを有するシリコン基板の作製や表面

処理、洗浄、観察を行った。 
 
２．実験（Experimental） 
【利用した主な装置】 
多目的ドライエッチング装置（RIE-200NL）、 
シリコン深掘りエッチング装置(MUC-21 ASE-SRE) 
走査電子顕微鏡（S-4800） 
マスクアライナー（MA6 BSA） 
 
【実験方法】 
1 cm 角もしくは 2 cm 角の熱酸化膜付きシリコンウェハ上

にフォトリソグラフィを用いて様々なマイクロパターンを作

製した。各パターン作製には、マスクアライナー、多目的ド

ライエッチング装置やシリコン深掘りエッチング装置、走査

電子顕微鏡などを用いた。各マイクロパターン作製後、走

査電子顕微鏡およびカラーレーザー3D 顕微鏡 VK-
9710（キーエンス㈱）を用いて、各マイクロパターンの三次

元的な形状を観察した。得られた各マイクロパターンの形

状像から、各マイクロパターンの基本的な形状パラメータ

が求められた。 
各マイクロパターンは、ヒト組織もしくはヒト細胞集団を

播種される前に滅菌と脱気が行われた。滅菌はオートクレ

ーブ滅菌である。脱気は培地に浸漬された状態での減圧

脱気である。これらのマイクロパターン上にヒト組織もしくは

ヒト細胞集団を播種し、これらから特定の細胞種が這い出

してくる過程をタイムラプス観察した。 
 

３．結果と考察（Results and Discussion） 
マイクロパターン上に播種されたヒト組織もしくはヒト細胞

集団から特定の細胞種を分離できることが分かった。また、

特定の細胞種の迅速な分離に有用なマイクロパターンを

いくつか見いだすことに成功した。 
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